
2014（平成26）年2月10日発行
吉舎町　人ロの動き
人口：4，298人（－8人先月比）　世帯数：1．818世帯

男：1．980人　女：2．318人　（平成26年1月31日現在）

（1月届出新生児3人）　　高齢化率41．9％慕諸蓬さぁさい
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〟
月
1
3
日
（
祝
）
・
吉
舎
宇
㌢
習
セ
ン

タ
ー
で
「
新
春
初
笑
い
落
語
寄
席
」
を
行
い

ま
し
た
。
広
島
演
芸
協
会
の
皆
様
に
よ
る
落
語
家
3

人
、
漫
才
1
組
の
口
演
で
し
た
。

会
場
は
約
7
0
名
の
お
客
様
で
、
落
語
家

「
柳
家
中
ゑ
ん
」
作
の
演
目
で
始
ま
り
、
昨

年
の
流
行
語
大
賞
を
盛
り
込
ん
だ
話
で
は
、

テ
ン
ポ
よ
く
出
て
く
る
言
葉
に
会
場
も
沸
い

て
い
ま
し
た
。

最
後
の
「
秋
風
亭
て
い
朝
」
さ
ん
の
落
語

に
は
観
客
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
り
、
拍
手
が

お
こ
っ
た
り
と
お
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
よ
く
笑
っ
た
ね
I
・
」
と
笑
顔
で
会
場
を

後
に
さ
れ
る
お
客

様
を
見
送
り
な
が

ら
、
今
年
も
い
っ

ぱ
い
笑
　
っ
　
て
、

い
っ
ぱ
い
福
を
よ

び
込
ん
で
、
皆
様

が
今
年
一
年
を
健

康
で
楽
し
く
送
っ

て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
し
た
。

（
松
田
正
美
）
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三
次
市
自
主
防
災
組
織

育
成
研
修
会
に
参
加

1
月
1
7
日
（
金
）
に
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
自
主

防
災
組
織
の
取
組
や
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

聴
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
元
広
島
市
消
肪
局
長

で
消
防
。
防
災
。
危
機
管
理
研
究
所
の
田
村
義

典
様
で
す
。

「
こ
こ
で
生
活
し
て
何
十
年
、
初
め
て
の
経

験
だ
ー
・
－
・
」
と
、
事
件
・
事
故
が
生
じ
た
後
に

言
わ
れ
る
が
「
そ
れ
が
災
害
で
あ
る
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

「
比
較
的
災
害
が
少
な
く
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
は
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
」
　
「
何
十
年
も
住

ん
で
お
り
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
災
害
は
起
こ
ら
な

い
」
と
い
う
自
意
識
を
除
き
、
日
ご
ろ
か
ら
事

故
や
災
害
か
ら
身
を
守
る
「
安
全
を
先
取
り
す

る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
そ
の
よ
う
な
「
風

土
づ
く
り
」
　
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た。

「
防
災
・
危
機
管
理
に
ベ
ス
ト
は
な
い
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
時
に
住
民
相
互
が
支
え
合

い
、
愛
し
み
合
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や

結
び
つ
き
が
大
事
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

地
域
。
集
落
・
家
庭
で
災
害
へ
の
備
え
と
回

避
行
動
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
、
自
ら
の

生
命
・
身
体
を
守
る
意
識
を
も
ち
、
行
動
し
ま

し
よ
う
。
最
近
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
が
近
辺
で

も
発
生
し
、
人
的
〃
物
的
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
吉
舎
町
で
も
各
自
治
振
興
会
で
自
主
防
災
組

織
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
消
防
団
な
ど
防
災
機
関

と
相
互
に
補
完
し
合
い
、
安
心
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
「
地
域
で
守
ろ
う
吉

舎
の
ま
ち
」
　
の
実
現
を
共
に
目
指
し
て
活
動
し

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
上
垣
良
三
）



1月25日（土）、吉舎自治振興会（総務部）

は、吉舎コミュニティセンターにおいて「救

命救急教室」を18名の参加のもとで開催しま

した。

当日は、備北消防吉舎出張所の上野救命士

を講師に招いて行なわれました。

最初に119番通報を行い、救急患者に対し
て、救急車到着までに救命処置を行なうこと

がいかに大切であるかの説明を受けました。

そのあと実際に参加者による人形模型を
使って、人工呼吸、心肺蘇生のやり方、そし

てAED装置の使い方を実践しました。参加

者の皆さんから「現実に遭遇した場合に今日
みたいに対応できるだろうか」という不安の

声も聞かれました。
この度の教室を通して、これからもこうし

た訓練を続けて行くことの大切さを、学ぶこ
とができました。　　　　　　　（M“H）

119番に通報

してください圭
鵡D牽掃って来て
くたきい！
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ユキワリイチゲ

まることさんざの伯692

「
救
命
救
急
教
室
」
　
を
開
催
し
ま
し
た

ま
も
な
く
見
頃
を
迎
え
ま
す

セ
リ
バ
オ
ウ
レ
ン
・
セ
ッ
プ
ン
ソ

ウ
。
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
が
安
田
の
自
生

地
で
、
ま
も
な
く
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

3
月
中
旬
ま
で
は
3
花
と
も
に
楽
し
め

る
と
思
い
ま
す
。

安
田
自
治
振
興
会
で
は
、
自
生
地
の

草
刈
り
、
落
葉
払
い
等
、
保
護
保
全
活

動
を
行
い
、
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
に
お
越
し
く
だ
さ

い。
詳
し
い
こ
と
は
、
吉
舎
町
自
治
振
興

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
安
田

自
治
振
興
会
　
℡
4
3
・
2
8
2
7
　
（
平

日
午
後
1
～
5
時
）
　
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
海
上
洋
）

（
画
像
は
平
成
2
5
年
撮
影
）
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中
四
字
自
主
防
災
会
が

発
足
し
ま
し
た

近
年
、
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど

で
多
く
の
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
〃
県
や
市
を

は
じ
め
と
す
る
各
防
災
機
関
は
、
災

害
に
備
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
災
害

を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
に
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
防
災
活
動
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

吉
舎
町
で
も
昭
和
四
十
七
年
に
豪

雨
に
よ
る
大
災
害
が
あ
り
ま
し
た
が

月
日
と
共
に
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
防
災
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域

の
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た
め

の
組
織
で
す
。

そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。中
四
字
自
治
振
興
会
で
も
、
昔
な

が
ら
の
隣
保
共
同
の
防
災
体
制
を
構

築
す
る
た
め
「
中
四
字
自
主
防
災

会
」
を
発
足
さ
せ
、
会
長
を
中
四
字

自
治
振
興
会
長
と
し
て
組
織
作
り
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
防
災
会
の
内
容

や
活
動
等
を
書
い
た
、
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
　
「
あ
な
た
の
家
族
と
ま
ち
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
」
を
作
成
し

て
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
地
域
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
（
早
川
安
明
）

「
東
北
東
」
に
島
加
っ
こ
実
機
誓
食
べ
と
I

イ
ウ
シ
も
食
べ
て
「
慈
L
 
I

敷
地
社
会
福
祉
協
議
会
と
自
治
振
興
会

で
2
月
2
日
（
日
）
に
民
生
委
員
さ
ん
の

協
力
も
い
た
だ
き
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

女
性
部
が
『
恵
方
巻
き
』
を
、
社
協
。

生
活
福
祉
部
の
男
性
が
『
イ
ワ
シ
』
を
焼

き
ま
し
た
。

「
今
年
の
恵
方
『
東
北
東
』
に
向
か
っ

て
笑
顔
で
食
べ
て
福
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い

ね
I
J「
新
鮮
な
イ
ワ
シ
も
食
べ
て
、
鬼
を
寄

せ
付
け
な
い
元
気
な
体
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
ね
－
・
」
　
と
、
手
紙
も
添
え
て
役
員
が
対

象
者
7
6
名
の
方
に
配
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
は
　
「
毎
年
、
心
の
こ
も
っ

た
節
分
料
理
を
い
た
だ
き
元
気
に
な
り
ま

す
　
あ
り
が
と
う
」
と
大
変
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
（
大
上
清
隆
）

焦
げ
な
い
よ
う
に
！

時
間
を
か
け
て
焼
き
ま
し
た

福
が
来
ま
す
よ
う
に

こ
こ
ろ
を
込
め
て
巻
き
ま
し
た

出
来
上
が
り
ま
し
た
！

恵
方
巻
き
と
イ
ワ
シ
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干
せ
印
書
し
な
』

き
ち
か
と
か
わ
ら
ぽ
ん
　
団
体
賞
受
賞
I
・

み
よ
し
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
が
放
送
し
て
い
る
「
ま
ち
か

ど
か
わ
ら
ぽ
ん
」
　
で
、
昨
年
8
月
か
ら
惟
月
ま
で
に
放
送
さ

れ
た
中
で
八
幡
自
治
振
興
会
の
　
「
ふ
れ
愛
ま
つ
り
〃
や
わ
た
実

行
委
員
会
」
が
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
－
」
れ
は
、
放
送
さ
れ
た
1
7
団
体
の
中
で
の
1
位
で
あ

り
、
お
し
く
も
「
ま
ち
か
ど
大
賞
」
　
は
、
2
位
で
逃
が
し
ま
し

た
が
立
派
な
成
績
で
し
た
。
）

1
月
2
1
日
（
火
）
、
男
料
理
教
室
の
時
に
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

授

与

が

あ

り

、

出

演

さ

れ

た

方

　

　

　

　

　

　

～

　

…

…

－

言

－

I

ノ

や
料
理
教
室
参
加
の
皆
さ
ん
で

受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
八
幡
の
皆
さ
ん

が
地
域
一
体
と
な
っ
て
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
受
賞

の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

八
幡
自
治
振
興
会
で
は
、
1
2
月
2
5
日
（
水
）

に
　
「
コ
ン
一
一
ヤ
ク
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
も
お
ら
れ
、
初
め
に
講
師
の
方

よ
り
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
水
の
分
量
、
混
ぜ
方

な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

丸
い
の
や
、
四

角
、
ハ
ー
ト
型
に

し
た
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
茹
で
て
出
来
あ

が
り
。
早
速
、
酢

味
噌
で
頂
き
、
出

来
た
て
を
食
べ
る

の
は
大
変
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

（
野
上
　
清
治
）

『
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
行
き
渡
る

よ
う
に
　
ノ
ブ
っ
か
り
混
ぜ
ま
す

新
年
お
茶
会
第
は
回
目
大
盛
況

1
月
2
6
日
（
日
）
、
午
前
1
0
時
よ
り
吉
舎
徳

市
自
治
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
内
外
よ
り
子
ど
も
1
0
名
大
人
2
2
名
の

参
加
が
あ
り
、
緊
張
感
の
中
に
も
、
和
気
あ
い

あ
い
と
気
軽
に
日
本
の
文
化
を
楽
し
み
ま
し

た。

お
菓
子
は
和
〃
洋
2
品
と
も
手
作
り
、
ス

タ
ッ
フ
は
着
物
で
お
も
て
な
し
、
と
て
も
華
や

か
な
お
茶
席
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
き
ち
ん
と
正
座
を
し
、
慣
れ

た
手
つ
き
で
お
茶
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
創
意
工
夫
を

し
た
会
場
や
お
菓
子
作
り
、
徳
市
な
ら
で
は
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
陰
だ
と
思
い
ま

す。
来
年
は
1
3
回
目
に
な
り
ま
す
。
町
内
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
徳
市
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
中
倉
政
子
）
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梶馬石
屋
田原井　　　附川山藤

恵珠　　　優青夏智千

奈空歩也明千

名寧
（　　　　　　（　　　　　　（
（吉吉八
敬舎舎幡
称中小小
略2　4　2）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

畑田本藤　　　野井中　原田　藤
5

勝　　光由ジ洗　和泰進雄　未翔拓千
4　　　　希工　　　　　　太

敗　　紀美二太　秦佑朗貴　唯大海明
7　　　　　　　フ

分　　　　　ア

け　　　　　i
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春
の
馬
淀
川
の
、
〝
薫
をポ
ス
タ
ー
に

3
月
0
0
日
（
日
）
、
吉
舎
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
X
 
a

l
0
4
を
会
場
と
し
て
行
な
う
、
吉
舎
的
開
通
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
の
絵
を
、
吉
舎
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
絵
手
紙
ク
ラ
ブ

の
和
田
日
恵
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
が
描
か
れ
た
吉
舎
町
の
風
景
は
、
昨

年
熊
野
町
。
筆
の
里
工
房
の
『
ち
ょ
っ
と
大
き
な

絵
手
紙
大
賞
優
秀
作
品
展
』
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

や
さ
し
い
タ
ッ
チ
で
馬
洗
川
か
ら
尾
崎
山
、
そ

し
て
X
 
a
l
0
4
も
入
れ
て
春
の
吉
舎
町
の
風
景

を
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
（
松
田
　
正
美
）

第
6
6
回
　
鈴
木
三
重
苦
賞

入
賞
者
決
ま
る
ー
・

今
年
の
鈴
木
三
重
吉
賞
（
中
国
新
聞
社
主
催
）

の
入
賞
、
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
特
選
1
4
名
の
う
ち
の
3
名
が
吉
舎
町
の

子
ど
も
た
ち
で
、
優
秀
賞
1
名
、

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
作
文
の
部
》

特

　

選

　

加

特

　

選

　

紙

優
秀
賞
　
吉

佳

　

作

　

白

佳

　

作

　

林

《詩の都》

佳
作
4
名
選
ば

（
松
田
　
正
美
）

（
安
田
小
6
）

（
吉
舎
中
1
）

（
八
幡
小
3
）

（
安
田
小
2
）

（
八
幡
小
3
）

町

内

剣

道

大

会

1
月
1
2
日
（
日
）
、
吉
舎
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
町
内
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。午
前
中
は
、
初
稽
古
会
と
し
て
子
ど
も
た

ち
と
指
導
者
1
0
人
を
含
め
総
勢
3
9
人
で
稽
古

を
し
ま
し
た
。

稽
古
の
中
に
は
、
保
育
所
園
児
な
ど
初
心

者
に
よ
る
風
船
割
り
競
争
、
そ
し
て
紅
白
に

分
か
れ
て
風
船
割
り
を
し
ま
し
た
。
足
が
こ

ご
え
そ
う
な
ほ
ど
寒
い
中
頑
張
り
ま
し
た
。

お
昼
は
、
鏡
餅
を
焼
い
て
も
ら
い
、
保
護

者
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
力
う
ど
ん
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

午
後
の
剣
道
大
会
で
は
、
小
学
生
。
中
学

生
〃
中
学
3
年
生
を
含
め
た
高
校
生
の
各
部

門
の
個
人
戦
と
紅
白
に
分
か
れ
た
団
体
戦
を

行
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

寒
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
体
協
剣
道
部
　
福
永
和
夫
）

音
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
者
講
習
会
の
ご
案
内

日
　
時
　
2
月
2
0
日
（
木
）
　
1
9
時
か
ら

場
　
所
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
2
階

主
　
催
　
青
少
年
育
成
吉
舎
町
民
会
議

新
規
講
習
者
の
方
は
、
運
転
免
許
証
を

ご
持
参
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
　
電
話
　
4
3
1
2
1
7
7

免
田
ま
で

個
人
戦
結
果

【
小
学
生
の
部
】

優

　

勝

　

加

準
優
勝
　
森

3

　

位

　

野

3

　

位

　

森

【
中
学
生
の
部
】

優

　

勝

　

山

準
優
勝
　
藤

3

　

位

　

天

3

　

位

　

東

【
高
校
生
の
部
】

優

　

勝

　

宗

準
優
勝
　
定

3

　

位

　

山

3

　

位

　

長

団
体
戦
結
果

優
　
勝
　
白
組

（安田小）

（吉舎小）

（吉舎小）

（安田小）

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
⑥

I
そ
れ
ぞ
れ
の
感
動
－

錦
岡
昭
子
m
石
出
喜
実
子
。

塚
本
白
板
三
人
展

三
次
市
で
創
作
を
続
け
る
錦
岡
昭
子
　
（
畠
敷

町
）
－
石
田
喜
実
子
　
（
高
畑
敷
町
）
。
塚
本
自

校
　
（
三
和
町
）
　
の
3
氏
の
作
品
を
紹
介
す
る
展

覧
会
で
す
。

日
本
画
、
水
彩
画
な
ど
約
的
点
を
展
示
し
ま

す
。
『
そ
れ
ぞ
れ
の
感
動
』
に
出
会
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
3
月
5
日
（
水
）
～
3
月
2
3
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
月
曜
日
は
休
館
）

場
　
所
　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
。
き
さ

入

館

料

一

般

　

　

　

4

0

0

円

6
5
歳
以
上
　
3
0
0
円

高
校
生
　
　
　
2
0
0
円

中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳
な
ど
所
持
者
。

介
助
者
は
無
料
。
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漢　吉舎1田園圏月30日（日）年額 � �」 � � �○ － � � �0 
こんな内容のイベントです。（予定）

▼ステージでは…

10：30～

オープニングセレモニー
あいさつ

お祝い行事

吉舎ふれあい祭り特別展
吉舎町の夏の風物詩「吉舎ふれあい祭り」

乳．一　撃黒土謹製こぎゃかな写真や、

大灯ろう、小灯ろ

う群が会場を彩り

ます。

オーフ〇二㌦セレモニー終了後～14：30

吉舎町まるごとPRステージ固
吉舎町“ならでは’’が楽しめるステージです。

楽器の演奏やパフォーマンス、イベントや団体のP

Rなど予定しています。只今出演者募集中です。

総合司会　掛田勝彦さん
※ただし雨天の場合、「吉舎町まるごとPRステージ」は

中止とします。ご了承ください。

14：30～14：45

閉会セレモニー

みんなでおとろう「きき音頭」
吉舎町と言えばこれ！みんなで踊りましょう！

▼会場内では…

10：30～14：30

これは〟旨いっ！′′

地域自慢カレーフェスタ2014
地域の自慢食材を使い、工夫を重ねた美味しいカ
レーが、町内各地の6つの自治振興会からやってきま

す！
これを食べれば、吉舎町の魅力がわかるかも！？

この日1日限定の企画です。ぜひ地域のみなさんの

力作をご賞味ください。
200食の限定で、なくなり次第終了となります。
［ライスは1食分、ルーは6種（1つ約50mlの予定）］

地域自慢ブース
各自治振興会が地域の自慢を紹介します。

地域の見どころ紹介や、各地域のお祭りで人気の食
べ物、バザーなども予定されています。

新しい発見があるかもっ！？

吉舎町四季の軍真展i作品募集中i
自然の魅力がいっぱいの吉舎町。

春には草花、桜…。夏にはキラキラとした馬洗川の

流れ…。秋には紅葉、彼岸花…。冬には霧の海…。

吉舎町がたっぷり楽しめる写真展です。

醐 ！ 

三次広域商工会吉舎支所ブース
町内の商工会会員さんによるお楽しみ出店です。

地域のみなさんの出展・出店
このイベントを、展示や出店で楽しもう！

実行委員会では只今出展者・出店者を募集していま
す。スペースに限りがありますので、応募多数の場合

は抽選等させていただきます。　　掴

▼周辺では…

10：30「4：30

あいたい！ア・イタイ！
あいたい●吉舎町　病毒ミーティング
尾道松江線沿線各地から痛車が大集合します！

11：00．13：30

吉舎町の歴史散策
うだつの街並みウオーク
銀山街道の面影を色濃く残す吉舎の街並みをガイド

の案内で散策します。

※参加受付は当日です。

［協力：きさ・よいとこ発見隊］

13：00～14：00　（12：50集合）

健康ウオーク
春めいてきた馬洗川周辺を一緒に

歩きませんか？
ウォーキングのポイントを学べます。
ノルディックポールも準備しています。

［協力：吉舎町まめまめ隊（仮）］

軍事∵∴挫：這恕漣 ����きき � 
十時．、：／、，．’‘裁鍾議渇望薄霧 ����� �、誘宝：‾‘ 
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もうすぐ開通！

吉舎IC開通記念イベント

あいたい●吉舎町

とき　2014年3月30日（日）

10：30－14：30

会場吉舎ふるさとプラザXalO4

及び周辺

Xa104駐車場へテントを建て

メイン会場とします。

駐車場は吉舎生涯学習センター前と

吉舎保陸センター前を予定しています。

㊨地域のみなさんの出展・出店者
吉舎町をP Rするために展示を行う団体や、吉舎町の特産品

を活用したバザーなどの出店者を募集します。

（注意事項）
第1次締め切りは2月24日（月）です。

○応募多数の場合は抽選とさせていただきます。

○屋外での展示や出店となります。

○吉舎町在住または勤務する方のグループまたは町内の事業

所・団体が対象です。

○衛生面・安全面には十分ご留意ください。

詳しい「地域のみなさんの出展・出店要項」は、

吉舎ふるさとプラザXalO4（吉舎町商工業振興支

援センター）にて配布します。（℡43－4410）

（璽）吉舎町まるごとPRステ”ジ出演者

自分たちの活動やP Rを町内外へ発信しませんか？Xal

04の常設ステージで発表を行う団体を募集します。演奏・ダ

ンスなどのパフォーマンスや団体のPR、行事の告知など　ぜ

ひ出場してみてください。

第1次締め切りは2月28日（金）です。

※「出演を希望される方」は、吉舎生涯学習セン

ター（吉舎町自治振興連合会）へ申込みをお願いし

ます。（℡43－7272）

7　去るこどきんきいM59

みなさまへ

このイベントは、吉舎ICの開通を「町民みんなで盛り

上げていきたい」、「開通をきっかけに吉舎町を活気づ

けていきたい」との想いから、最初のスタートとなるイベ

ントとして計画しています。

吉舎ICの開通を、たくさんの方の‘‘集い’’で、祝いた

いと思います。

このイベントは、吉舎町の今できることを集めた、手づ

くりのイベントです。

みなさんのできること、やりたいことが詰まった、そし

て集まったイベントとして、自分たちのために盛り上

がっていきましょう！

また、当日ぜひともご参加くださいますよう、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

吉舎IC開通記念イベント実行委員会

実行委員長松村紘二郎

⑳吉舎町四季の弓真展作品
吉舎町の魅力を伝える写真を募集しています。四季が感じら

れる行事や風景などの「マイ・ベストショット吉舎町」をお待

ちしております。　　　　　募集期間は3月7日（金）まで

ロテーマ「吉舎町の四季」

春・夏・秋・冬のいずれか
ロサイズ　半切サイズ以下

□点数　1人5点まで

□提出先　吉舎生涯学習センター

（吉舎町自治振興連合会）
（注意事項）

○おひとり様5点まで応募できますが、応募多数の場合、展示

スペースの関係上、展禾できない写真もててくる場合がありま

す。その際はご相談させていただきます。

○作品は、季節（呑・夏・秋・冬）の分類にわけ展禾します。

○必要に応じて額装等行い展宗できる状態で出展ください。

○作品の裏面には、応募用紙を貼りつけてください。

○作品の返却は4月10日以降、吉舎生涯学習センターにてお

こないます。

○その他、詳しい内容等については、次の連絡先までお問い合

わせください。

詳しい「吉舎町四季の写真展出展要項（応募用
紙）」は、吉舎生涯学習センター（吉舎町自治振興

連合会）にて配布します。（℡43－7272）

㊨）ィベント運営ボランティアスタッフ
当日のイベント運営を手伝ってくださるボランティアス

タッフを募集しています。

仲間や職域で、ぜひご協力ください。

※お申込みは、吉舎ふるさとプラザXalO4（吉舎町商工業振

興支援センター）へお願いします。（℡43－4410）



現在は倒木等で二・三の滝に行けない状況です。

：添「、、〉‾、＼、職、〉 

∴∴ ∴： さで二者 注も �� � � � �卓二！ セ一一卓 �� 

1 吹上 を �一面嘉一 � ��� �夫 ∴地 を � �∴∴∴ 

減 �������溝農 翻 

i ����寵 �� ����� 

避 � ��言 ∴子 �辞 �路 揺 �� � ・立三三」 ������1 

皇寵（： �� 

一山 ��� ��‾‾‾＝＝；；：；ここ＝：＝こ憲 

－」園－」8－」園－ �Sr 

飲　酒　運　畢 
1葛SSrl葛－1葛臆Srl葛鵜Sr 

「すぐそこまでだから…」 �」＝ゝ 

そんな気持ちで飲酒運転は絶対ダメ！ 

飲酒連語は犯罪です！ � 

宙どうなった？どうなる？あの工事
～　町内での事業・工事について、質問にお答えします　～

欝；繊 �∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 

進捗状況 �工事内容 ��実施時期 

準備中 �L＝100m ��2月末まで 

龍藷登臨 � �畿墜発議澄園圏 ．フ葵障 � �報題／ 

‾‾一／進捗状況 �工事内容 ��実施時期 

発注済 �下部エ・上部工・舗装 ��3月末まで 

※土日はのぞくS申告受付時間
・午前（9時～11時30分）

・午後（1時～4時）

漢会場や対象地区については、広報みよし

1月号で配布の日程表をご確認ください。

申告に添付する資料や必要な書類を事前にご確認の

うえ、資料と印鑑を持ってお越しください。

※住宅関連の税額控除に係わる控除1年目の確定申告

や青色申告については、三次税務署に申告ください。

吉舎ふるさとプラザXalO4情報 木彫工房転業房作品展 会期：2月19日（水）まで �◆●00000000m〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇00m0000008m1－◆ 

…　　　　鯵かまし広蟻　　　… 

：子育て支援センターの出前広場を開催します。： 　　　　　　　　　　　　　　○ 

日影館高校　書道部・美術部　作品展 �S ：とき：3月4日（火）10時30分～11時30分　： 

会期：3月5日（水）～24日（月） ぉ問合せ：蕊諾誓藍犠 �；鵠容：「お楽しみ会」会場：吉舎保健センタ‾； 、々　お問合せ：三良坂子育て支援センター“ 

「みつばち」℡44－2136： ，命。。，。。。，。，。，。。。，。。。。。。。，。。。。。。。。。，◆ 

◆〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇0008000008000m〇〇〇〇〇へ …　　子育て！まっ生廿日シ �劫　蕎児肝鋸駕んばば 

○ ：とき　3月13日（木）10時～12時　： ��とき　2月25日（火）10時～12時 

：内容　「おおきくなったね」　　　　　　　： ��内容　「恵方巻を食べよう」 
：会場吉舎保健センター　会費　200円： ��会場　吉舎保健センター　会費　200円程度 
○　　　　　　　　　　　　○ ．．。。……〟。。…。…王聾官幣常磐辞．； ○ ��お問合せ：三次市吉舎支所　℡43－3111 

まることさんざIIM598

宙
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
「
品
の
滝
わ
く
わ
く
体
験
」

実
行
委
員
会
立
ち
上
が
る
～

「
ま
る
ご
と
き
ん
さ
い
」
　
1
2
月
号

で
お
伝
え
し
た
八
幡
小
学
校
4
年
生

長
畑
桜
弥
さ
ん
の
夢
を
実
現
す
る
「
夢

配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

が
、
1
月
2
2
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
長
に
八
幡
自
治
振
興
会
　
田
上
会

長
が
選
ば
れ
、
副
会
長
に
八
幡
小
学
校

大
澤
校
長
、
青
少
年
育
成
吉
舎
町
民
会

議
　
小
原
会
長
、
吉
舎
町
自
治
振
興
連

合
会
上
垣
会
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
委

員
は
八
幡
小
学
校
P
T
A
、
地
域
振
興

課
、
教
育
委
員
会
、
甲
奴
支
所
、
吉
舎

支
所
、
長
畑
さ
ん
の
保
護
者
等
と
い
っ
た

メ
ン
バ
ー
で
す
。

2
6
年
度
で
、
品
の
滝
の
手
入
れ
、
木
の

植
栽
、
三
の
滝
ま
で
の
探
検
、
森
の
学
習

を
行
い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
や
専
門

の
人
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
八
幡
小
学

校
児
童
と
一
緒
に
実
現
し
て
い
く
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
。

宙
支
所
フ
ロ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
『
書
』

今
回
は
、
吉
舎
の
松
田
富
士
香
さ
ん

の
「
書
」
を
展
禾
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
一
ホ
期
間
・
。
・
2
月
末
ま
で

「
手
続
き
の
待
ち
時
間
を
ゆ
っ
た
り

と
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
」
「
健
康
情

報
を
お
伝
え
し
た
い
」
と
、
2
4
年
度
か

ら
吉
舎
支
所
の
ロ
ビ
ー
で
『
支
所
フ
ロ

ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
1
2
月
に
、
こ
の
様
子
を
、
市
役

所
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
事
務
改

善
提
案
」
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
温
か
み
の
あ
る
良
い
取
組

み
だ
と
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し

た。

【
展
示
作
品
募
集
中
】
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
大
歓
迎
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



事ッ実コ一十一
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；こんにちは吉舎図書館です
：◆2月の新着図書案内（12月21日～1月20日受入分）

；詰山を知る事典　　窪薫蒸鵠
：身近な物理の記号たち　　川村康文／共著〈物理学〉
●　仕事“人間関係がうまくいく呼吸の教科書　加藤俊朗／著〈健康法〉

：片づけの解剖図鑑　　　　鈴木信弘／著〈設計〉
●　小さなかがやき　　　　　　長倉洋海／写真〈写真集〉

：ァンドロギュヌスの皮膚　　図子慧／著〈小説〉

：ペテロの葬列　　　　　宮部みゆき／著〈小説）　など14冊
●【児童書】

：なんでもきいて！まるごとビジュアル大百科　　〈ちしき〉
●　おぼけのこわーいなぞなぞ超スペシャル　やまざき　ロバ／作〈なぞなぞ〉

：クモの巣図鑑　　　　　　　　新海明／著〈いきもの〉

：いのちをいただく　　　　　坂本叢書／原案〈ちくさん〉
●　ピコのそうじとうぽん　　　　　阿部夏丸／作〈よみもの〉

：ぴえろあかいはな　　　なつめよしかず／作〈えほん〉
●　こんなかいじゆうみたことない　藤本　ともひこ／作〈えぽん〉

：よふかしにんじゃ　　　　　エド・ヤング／絵〈えはん〉　など22冊

：貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

：◆移動図書館車‘‘ころぶっくる号”運行予定
2月12日11時30分　～12時30分　吉舎保健センター

13時　　　～14時　　　安田小学校

2月25日　13時　　　～14時　　　吉舎小学校

14時15分　～14時45分　徳市自治交流センター

15時　　　～15時45分　八幡小学校

16時　　　～17時　　　吉舎保育所

★魔は鰭し広嫁 �★ 

と　き：書RIB（土）i �0時70分から 

テーマ：「ああきくなIi �ました！」 

◆今月のひとこと　　　　　　　　：

「この世に、自分とかかわる一切を黙って受け入れ　a

てくれるものは、それほどたくさんはありません。数少－：

ないその一つが文章です。文章には散文があり、韻：

文があります。川柳は俳句と同様、韻文の短詩に分：

類されますが、短ぶん、言いたいことが端的に表され：

ています。胸がすく。胸がすっとする。そう、小気味よ：

いのです。～中略～lIi柳を甘く見てはいけません。さ：

りげなく、時にはあらわに表現された十七音の世界に：

は、侮れない力が宿っています。」　　　　　　：
「しあわせの五°七・五足して引きひとつ残ればい：

い人生」　　　　　　　近藤勝星／著より：

※ころぶっくる号のご利用は、すべて無料です。　　　：

2月27日12時　　～12時45分　カイハラ産業

13時　　～13時30分　吉舎中学校

13時45分　～14時30分　吉舎保健センター

3月　6日13時　　～14時　　　安田小学校

15時　　～16時　　　吉舎小学校

地域の皆さんにもご利用いただけます。貸出カードがあれば簡単に貸出しできます。まだ貸出カードをお持ちでない方は、訪問
日に登録させていただきます。印鑑・免許証など、本人確認ができるものを持っておいでください。
●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
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～
ほ
っ
こ
り
ス
ポ
ッ
ト
～

培
い
い
と
こ
み
～
つ
け
た
！

「
お
母
さ
ん
の
用
事
の
問
に
…
●
」

吉
舎
支
所
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

「
♪
う
ち
に
は
な
い
お
も
ち
ゃ
よ
ね
…
♪
」

「
絵
本
も
い
い
ね
～
●
」

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
来
ら
れ
た
お
子
さ
ん

が
、
支
所
の
フ
ロ
ア
ー
脇
に
あ
る
　
「
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
」
　
で
遊
び
な
が
ら
待
っ
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
は
す
ぐ
そ
ば
の
カ
ウ
ン
タ
ー

で
手
続
き
中
で
す
。

ク
ツ
を
脱
い
で
、
椅
子
に
座
っ
て
、
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
…
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
方
が
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
イ
ス
や
職
場
体
験
の
中
学
生
制

作
の
保
護
柵
や
、
図
書
館
の
移
動
絵
本
な

ど
、
皆
さ
ん
の
お
力
で
素
敵
な
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
の

こ
も
っ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

み
な
さ
ん
、
お
越
し
の
と
き
に
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
り
支
援
す
る
人

（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
、
学
校
、

職
場
、
地
域
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
少
人
数
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

～
あ
な
た
に
知
っ
て
ほ
し
い
　
認
知
症
の
こ
と
～

禽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
よ
し

℡
6
5
，
1
1
4
4

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
I
み
よ
し
は
、
平
成

2
5
年
1
0
月
一
般
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
業
務
内
容
等
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
2
4
年
度
一
二
次
市
で
介
護
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方
の
約
5
0
％
に
認
知
症
状
が
み
ら
れ
ま

す。
ま
た
8
5
歳
以
上
で
は
、
3
～
4
人
に
1
人
が
認

知
症
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
全
国
統
計
）

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

吉
舎
町
に
お
い
て
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦

の
み
の
高
齢
者
の
方
が
増
え
て
お
り
、
認
知
症
に

な
ら
れ
た
と
き
家
族
だ
け
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
認
知
症
に
限
ら
ず
高
齢
期
を
安

心
し
て
過
ご
す
た
め
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

支
援
を
受
け
た
り
、
地
域
の
み
ん
な
で
助
け
、
支

え
あ
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

吉
舎
町
高
齢
者
・
児
童
等
支
援
連
絡
会
議



宙「運動」は、ちょっとした意識から　　　　　　　～保健師コ‾ナ‾～ 
三次市では、健康増進計画を立て、「健康寿命の延伸一しっかり ��動いて　きちんと食べて　桝んな笑煩で 

のは巻う健康寿命～」を目標に、いろいろな取組みを行っています。 

守∴“雪軍事　書　籍重源三瀬売鍵康轄遊郭画 �【連動をしていない理由】 翻璃る一一・一一一語－∴書誌二諾 縫詮や広磨かない「詰悶榔舶5強機上！ 16、P n鯖iこ連動する一干上ぐ、∴ 伸輔がいない－「彊 纂嵩3 陶心がない1位言 　的居 館噂許ない∴∴ 体の調子が謡いので一一一一郎 ＼∴二三 で母い一∴一一∴1 自分に合った遷軸が一二嵩 わからない「∴ � 

全 景古雅重責抽 入∴∴ り ロ 灘緯轟藍子墨 ・章一身体活動“運動の分野のスロ－ガンは 虹楽しく継続して身体を動か拳う白です。 平成23年のアンケ－ト結果では、運動習慣 憎理詰嵩譜密語露語 

なっています。 
「運動を！」と肩に力を入れずに、生活の中で少しでも体を動かす �∴．∴ I　　－　　i　I 

ことを意識してみてください。 �0　20　40　60　8＄ 　　　　　　　醗‡ 

～一巻壬でIl一一寒い季節ですが、次のように 謂霊書名嵩胃豊手品 � 

ノルディックポールもご用意します 

※お申し込みは不要です。当日集合場所にお集まりください。　②3月30日（日）13時～14時 

①3月4日（火）10時～11時　　　　　　　　　　「吉舎町 �歴史散策コース」周辺 

「吉舎町歴史散策コース」　　　　　　　　　　　　　集合時間 �：12時50分 

集合時間：9時50分　集合場所：三次市吉舎支所前　　集合場所：吉舎ふるさとプラザXalO4（イベント会場） 

きさ　まるごと日程表【2月13日～3月31日 �� 
2月13日（木）13：30～ �吉舎地区高齢者の集い �吉舎コミュニティセンター 

2月16日（日） �高齢者給食サービス �八幡地区 

3月　2日（日）8：00～ �区内一斉清掃 �敷地地区 

3月　2日（日）10：00～ �地震“火災想定訓練 �敷地コミュニティセンター 

3月16日（日） �高齢者給食サービス �安田地区 

3月16日（日）10：00～ �しいたけほだ木づくり �檜　いこいの森 

3月23日（日） �徳市地区一斉清掃 �徳市地区 

3月30日（日） �八幡地区一斉清掃 �八幡地区 

3月30日（日）10：30～ �吉舎IC開通記念イベント　あいたい●吉舎町 �吉舎ふるさとプラザXa104及び周辺 

ユキワリイチゲ（雪割一章） �開花時期「1月下旬～3月中旬」開花時間「晴天の日　日：30－15：30」 

－ �花言葉「幸せになる」　上安田に自生地があります。どうぞご覧ください。 

発行・編集／吉舎町自治振興連合会　三次市吉舎町吉舎718番地1電話“FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　　三次市吉舎町吉舎368番地　　電話：43－3112　FAX：43－3062　去るニケまん丸IM75910
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